
 

 

 

 

 

 

６月９日（日）、宇治田原町総合文化センター研修室１でエコパートナーシップうじたわらの 2024年度総会

を開催しました。 

総会には来賓の皆様、会員や住民など総勢４０名の方々にご参加いただき、2023 年度事業報告、同決算報

告、2024年度活動計画や予算案を審議しました。 

任期満了に伴う役員の改選では、芦原昇会長、岩瀬剛二副会長、森田木一監査が再任されました。 

総会後は、兵庫県立大学大学院 緑環境景観マネジメント研究科の大藪崇司准教授に「緑化による環境保全

の実践 －日本とケニアでの事例－」と題して、ケニアでの無作為な森林伐採に対して、適切な剪定方法の啓

発の取組や、日本での阪神梅田本店での壁面緑化の取組について、写真を交えながら、わかりやすくご講演い

ただきました。 

昨年度に引き続き、今回の総会でもエコパートナーシップうじたわらと同様に、環境保全活動に取り組む

「宇治市地球温暖化対策推進パートナーシップ会議」と「城陽環境パートナーシップ会議」から会長様、事務

局の方々にご参加いただき、また、それぞれの総会へ参加するなど、交流が図られています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        芦原会長挨拶                  講演の様子（大藪氏） 

 

エコパートナーシップうじたわらでは、一緒に活動する会員を募集しています。気軽に、自分のできる範囲

で参加するのが特徴です。関心のある方は役員や会員、事務局までお気軽にお申し出ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

うじたわらの木
もっ

くん    ～環を尊び 人と自然が未来をつくる 茶ごころのまち ～ 

発行日：2024 年 8 月 1 日（第 101 号）  編集・発行：エコパートナーシップうじたわら広報部会 

                    事務局  TEL（８８）６６３９  FAX（８８）３２３１ 

◆会員の区分 

  ・個人会員＝町内にお住まいか、町内の事業所にお勤めで環境に関心のある人 

  ・団体会員＝町内で活動する団体及び法人 

  ・賛助会員＝本会の趣旨に賛同し、活動を支援する個人・団体及び法人 

◆会 費 

  ・個人会員・団体会員については、無料です。 

  ・賛助会員については、活動支援金として年額１口 5,000 円の会費を募ります。 

◆入会の方法 

  ・入会申込書（町 HP エコパートナーのページからダウンロード可）に必要事項を記入し、 

事務局に申し込んでください。 

◆部 会 

  ・広報部会：会報誌の発行、活動報告書の作成、イベント等の啓発 

  ・自然・生活環境部会：河川や動植物の学習会、自然環境体験ハイキング開催 

  ・循環型社会・地球温暖化防止部会：生ごみ処理機の普及啓発、環境家計簿の普及等、エコクッキング等 



 

 

 

 

 

  次回は、１７の目標について、ご紹介します！ おつきあいのほど、よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

エコパートナーシップうじたわら事務局 （宇治田原町建設環境課内）      

〒610－0289 京都府綴喜郡宇治田原町大字立川小字坂口 18-1 

TEL 0774-88-6639  FAX 0774-88-3231  E メール：junkan@town.ujitawara.lg.jp 

会報のバックナンバーをご覧いただけます 

 宇治田原町役場ＨＰ「MENU（くらし・手続き）」⇒「生活・環境」⇒「エコパートナーシップうじたわら」 

環
わ

を尊び 人と自然が未来をつくる 茶ごころのまち 宇治田原 

エコパートナーシップうじたわら賛助会員 
 

濱田プレス工藝株式会社 

宇治田原町 宇治田原工業団地管理組合 須河車体株式会社 

宇治田原町区長会 宇治田原町森林組合 宇治田原町商工会 

 

いろんなところで見かけたり、聞いたりしたことがある右のよう

なマークや「ＳＤＧｓ」という言葉。意外と知っているようで知らな

い「ＳＤＧｓ」について、今号から複数号にわけて、簡単に皆さんに

ご紹介したいと思います。 

●ＳＤＧｓって何だろう？ 

世界には今、地球温暖化をはじめとする環境問題、食品ロスなど贅沢な生活がもたらす資源の枯渇・ご

み問題、お金儲けと環境破壊、教育の機会を奪われる児童労働、広がる一方の格差など、さまざまな問題

が横たわっています。その問題の解決なくして、地球の未来はありません。 

そこで、2015 年 9月、国際連合でＳＤＧｓ＝持続可能な開発目標が採択されました。 

2030 年までに 193 の国連加盟国が取り組むべき 17の目標と 169 のターゲットが定められたのです。 
 

Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ＝持続可能な 

Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ＝発展・開発 

Ｇｏａｌｓ＝目標 
 

それぞれの頭文字を取り、ＳＤＧｓと名づけられました。仕組みとしてはすばらしく人間の英知を集結

した、地球を守る最後の砦ではないかと思われます。 

●ＳＤＧｓの５つのＰを知ろう！ 

ＳＤＧｓは、１７の目標、１６９のターゲットを基本とする仕組みです。１７の目標を５つのＰに分け

てご紹介します。 

 

Ｐｅｏｐｌｅ(人間）：目標１～６までが人間を尊重する内容になっています。 
Ｐｒｏｓｐｅｒｉｔｙ(豊かさ）：目標７～１１までが自然と調和する経済の発展で、すべての 

人が豊かになることを目指します。 

Ｐｌａｎｅｔ(地球）：目標１２～１５までが天然資源を大切にし、気候変動などに対して、 

具体的な対応をし、地球を破壊から守る内容です。 

Ｐｅａｃｅ（平和）：目標１６は平和ですべての人が受け入れられる世界を目指します。 

Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ(パートナーシップ）：政府等を含む多様な関係者が参加するグローバルな 

パートナーシップにより、持続可能な世界を目指し 

ます。 
 

５つのＰは、ＳＤＧｓをわかりやすくするのと同時に人間、地球、豊かさ、平和のための目標であり、

国際社会のパートナーシップにより実現を目指すシグナルでもあります。 
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